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  FGC活動場所

日本
・東日本大震災支援活動
・在日外国籍の方への支援事業
・広報啓発　　　　　　　　など

ブータン
・医療の環境整備
・僻地のこどもたちへの教育機会の提供
・大学との交流による学生支援
・スカラーシップの設立　　　　　など

バングラデシュ
・アグラサーラ・コンプレックスの支援
・医療と教育の環境整備　　　　　など

ミャンマー
・医療と教育の環境整備
・未来の担い手育成事業　など

カンボジア
・医療と教育の環境整備
・未来の担い手育成事業
・地雷などの被害による
   障がい者への職業訓練事業　など
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将来を担う人材を育むこと。それはやがて日本と友好関係を結ぶ礎になる。

教育を超えた幅広い問題に取り組み、世界中のこどもの自立を実現したい。
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東日本大震災支援活動報告

医療支援班メンバー
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医療の現場から
…放射線って。
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小学校で放射線の測定をする坪倉医師
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本当の医療支援とは

この他、熊本日日新聞／秋田魁新報／信濃毎日新聞／北海道新聞／産経新聞／読売新聞
岩手日報／日本経済新聞／福島民友新聞／朝日新聞／東京新聞／福島民報／中日新聞
中国新聞／河北新報／静岡新聞／下野新聞／四国新聞／沖縄タイムス／建設通信新聞
日刊ゲンダイ／日刊薬業／毎日新聞／北國新聞／山形新聞／住宅新報／スポーツ報知
ワシントンポスト　他多数　　
に医療支援班（東大医科学研究所　上昌広研究室）の活動について記事が掲載されています。
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福島のこどもたちの笑顔のために…

笑顔は連鎖します。
こどもたちの笑顔がもどるまで私たちはこの活動を続けていきます。
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Bhutan ブータン
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HRH アシ・ケサン・ワンモ・ワンチュク王女



リトバルスキ－氏とOSA留学生 RTC留学生認定書授与式 日本の学生とRTC留学生の意見交換会

星槎高尾キャンパスにて着物体験 大塚製薬勉強会 OSA留学生と国際学園井上理事長
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Bangladesh バングラデシュ

Myanmar ミャンマー
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多くの皆さまにご支援いただいています

スマナ・バルア医師の若月賞受賞を祝う会

ブリュッセル弦楽四重奏団チャリティーコンサート

和太鼓演奏＠霞が関ビル

日 本  Japan
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みなさまとできること
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事務局より

雑収入
712

会費収入
1,152,000

寄付金収入 
4,835,288

補助金
3,670,000 事業費（日本） 

4,985,513事業費（海外）
4,626,288

管理費
1,091,234 共通経費

4,920
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現場に急行されたワンチュク国王



世界のこどもたちの「あのね」 vol.1

みんなちがって、みんないいっ！
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